
作目・品目 件数 主な影響（現象）

水稲 39府県注
・白未熟粒の発生（７月～８月：東北以南）
・胴割粒の発生（７月～８月：東北以南）
・斑点米カメムシ類の多発（７月～９月：東北以南）

麦・豆類等畑作物 81
・病害虫の多発（<麦>冬～夏：全国、<大豆>夏～初秋：全国）
・病害虫の発生期間の拡大（<麦>冬～夏：全国、<大豆>夏～初秋：全国）

麦 類 44

・冬期～春先の気温上昇に伴い生育が早期化した後での低温・遅霜によ
る凍霜害の発生（２月～４月：東北以南）
・登熟期間の短縮による登熟不良及び収量・品質の低下（春～夏：東北
以南）

豆 類 33

・高温少雨による生育量不足、着莢不良、青立ち株の発生（夏～秋：関東
以南）
・は種期の大雨によるは種作業遅延に伴う単収低下（ ６月～７月：関東以
南）

茶等工芸作物 39
・茶の萌芽の早期化による凍霜害被害の多発（３～４月：関東以西）
・茶の病虫害の多発や発生パターンの変化（４～10月：関東以西）

（１）これまでに確認された高温障害等の被害発生状況

○平成19年２月に都道府県に対し、農畜産物（水稲を除く）における地球温暖化の影響と思われる現象について調査したものを主要な品目別に
取りまとめたもの。水稲については、平成18年8月にまとめた「高温障害対策レポート」に基づき作成。

○報告事例が多く寄せられた作目は、野菜及び果樹。また、個別品目では、かんきつ類、麦類、トマト、ぶどうなど。

39

４．地球温暖化適応策

注：高温障害対策レポート作成にあたって実施した調査「水稲の高温対策に関する都道府県の取組状況調査」の回答のうち、
「全県的に問題化している」、「一部地域で問題化している」と回答した府県の合計である。
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作目・品目 件数 主な影響（現象）

野 菜 286
・病害虫の多発（周年：全国）
・病虫害の発生期間の拡大（周年：全国）

トマト 40
・着花・着果不良（夏：全国）
・着色不良（夏：東北以南）

イチゴ 35
・花芽分化遅延（秋冬：関東以西）
・生育不良（春：東北以南）

果 樹 269
・果実の生理障害（７～翌１月：北海道を除く全国）
・萌芽の早期化による凍霜害の発生（12～翌５月：九州を除く全国）

かんきつ 64
・着色不良（７～１１月：四国及び九州）
・浮皮症の発生（11～12月：関東以西）

ぶどう 40
・着色不良（６～11月：北海道を除く全国）
・施設栽培における休眠覚醒の遅延（12～翌２月：関東、四国）

な し 30
・萌芽の早期化による凍霜害の発生（12～翌５月：本州全域）
・みつ症等の果実の生理障害の発生（７～10月：東海以西）

花 き 118
・開花期の前進又は遅延（周年：全国）
・害虫の多発（周年：全国）

畜 産 56
・暑熱による受胎率低下（夏：全国）
・暑熱による乳量低下や肥育での発育低下（夏：全国）

飼 料 94
・気温上昇に伴う牧草の夏枯れ発生（夏：全国）
・サイレージ調製後の品質低下（周年：東北以南）

409
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水 稲 果 樹

高温による水稲と果樹の被害例高温による水稲と果樹の被害例

着色不良

正 常

みかんの「日焼け果」

高温による水分欠乏と強い日射により果皮
組織のバランスが崩れることにより発生

みかんの「浮皮症」

成熟が進んでからの高温・多雨により、
果皮と果肉が分離（品質・貯蔵性の低下）

・水稲の登熟期（出穂・開花から収
穫までの期間）の日平均気温が２
７℃を上回ると玄米の全部又は一
部が乳白化したり、粒が細くなる
「白未熟粒」が多発。

・特に、登熟期の平均気温が上昇
傾向にある九州地方等で深刻化。

ぶどうの着色障害

高温によるアントシアニンの
合成抑制

41
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○今後の農業生産：気候温暖化シナリオをもとに温暖化影響をシュミレーション(100年で４～５℃上昇）

・リンゴ：栽培適地(年平均気温が７～13℃)は徐々に北上。2060年頃には北海道の平野部が栽培適地となり、現在の主産地（青森、長野等)の一部が適地から外れる。

・温州ミカン：栽培適地(年平均気温が15～18℃)は徐々に北上し、2030年代に新潟平野、2040年代に関東平野、2060年代に南東北まで拡大。2060年代には現在の
主産地（静岡、和歌山、南九州の沿岸部）のほとんどが18℃以上となりミカン栽培に適さなくなる。

・鶏肉：夏季の産肉量低下が西日本から大きくなり、2060年には15％以上低下する地域が1割程度出現し、東北でも影響が現れる。

○水稲：

・気候登熟量示数を用いた潜在収量変動の予測で、北海道では変動が大きいがほぼ現状以上の潜在収量（2060年代には13％増）。それ以外の地域では徐々に減少し
2060年代には8～15％減少。

・水稲の生育・収量予測モデルによるコシヒカリ収量の予測で、現在の移植日では東北南部以南の地域で50年後に10％以下の減収。移植日の最適化で50年後に5～
20％の増収。（※今後適応策を講じない場合には2090年代に日本全体で10%の減収～7％の増収(北部で10％～23％の増収、中・南部で27.5％～63％の減収)との
推計もあり。)

・コシヒカリの高温不稔が、2030年代にすべての地域で5％以下であるが、2090年代には筑紫平野、佐賀平野、和歌山平野、濃尾平野の一部で5％を超える。

・開放系大気CO2増加（FACE）実験の結果から、現在+200ppmのCO2濃度上昇による増収効果は15％程度と見積もられた。一方で、気孔が閉じ気味になるため穂
の温度が上昇し、不稔のリスクが高まる可能性が示された。

○森林：

・ブナの分布適域面積が縮小し、１℃上昇で76％、２℃上昇で31％、３℃上昇で6％、４℃上昇で0％となる。

・生育不適なスギ人工林の面積(現在24,000ha(0.53％)）が、2.2℃～3.2℃の気温上昇と150mmの降水量増加により43,000ha(0.96％)に増加。

○水産：

・サンマについて、2050年代に餌料環境の悪化に伴い成長が低下することが予想される一方で、産卵量については南下回遊時期が遅れることにより混合域において
増加すると予測。

注）※はIRRIレポート。それ以外は農林水産省の研究独立行政法人の研究成果。

○世界の食料需給：

・地球温暖化の進行や水資源の枯渇化、土壌劣化・砂漠化などの問題が顕在化しつつあり、中長期的に世界の食料需給が逼迫する可能性がある。

・全世界での穀物需給は、貿易のために温暖化の影響を大きく受けない。貿易量の少ないコメは、米国と南アジアでの生産量の減少により温暖化の影響を受ける。

（２）地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響に関する予測研究事例等
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水 稲

大 豆

リンゴ

ミカン

畜 産

森 林

(ブ ナ)

水 産

（サンマ）

２０１０

＋250ppm
３℃１℃

２０３０ ２０５０ ２０７０ ２０９０
４℃

CO2増加により15％
増収

気温上昇により
北海道で13％増収

CO2増加で
不稔率増加

CO2増加により28％
増収

気温上昇により
6－10％減収

日本海沿岸が
適地化する

関東の平野部が適
地化する

北海道が
適地化する

主産地の一部が
適地から外れる

南東北沿岸部が
適地化する

主産地の一部が
適地から外れる

牧草の生産量が
1.5倍に増加

鶏肉生産量が
東北でも低下

餌料環境の悪化に伴い
成長低下

CO2増加と高温で収
量は98－116％

鶏肉生産量低下が
西日本で徐々に増大

牧草夏枯れ地域が
1.5倍に増加

南下回遊時期の遅れに
より産卵量増加

ブナの分布適域面
積：１００％

ブナの分布適域が
６％の面積

ブナの分布適域が７
６％の面積

ブナの分布適域が
０％に

1割以上で鶏肉生産
15％以上低下

気温上昇により
東北以南で0-10%減収

気温上昇により
東北以南で8－15％減収

移植日の最適化で
5-20%増収

留意事項
※複数のシナリオによる影響評価
結果を、『2030年代に平均気温が
１℃上昇、2060年代に３℃上昇
(CO2濃度が250ppm上昇)、2090
年代に４℃上昇する』と仮定したタ
イムテーブルに当てはめ取りまとめ
たもの。
※このタイムテーブルはIPCC報告
書の「化石エネルギー源を重視す
る高成長社会シナリオ(気温が最も
上昇）」における気温上昇を踏まえ
たもの。

ブナの分布適域が３
１％の面積

一
部
の
地
域
で
高
温
障
害
等
が
発
生

43
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Current 2030

2060 2090

600

650

700

750

800

各年代 おける最大登熟量指数（ GCM 均）

( kg/10a)

現在

2060年代 2090年代

気候登熟量示
数（潜在的な収
量、kg/10a）

地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響

水稲：収量の変化

2060年代に全国平均で約３℃気温が上昇した場合、潜在的
な収量が北海道では１３％増加、東北以南では８-15％減少
する。

出典：林・石郷岡・横沢・鳥谷・後藤(2001)：温暖化が日本の水稲栽培の潜在的特性
に及ぼすインパクト、地球環境Vol.6 No.2、141～148

九州の水田域に対し、温暖化シナリオを当てはめると、2030
年代８月期の潜在的な水資源量は現在よりも約30mm減少
（蒸発散量が現在よりも約20％増加）と予測される。国内の全
水使用量の６割は水田用水が占めていることを踏まえると、水
田からの蒸発散量の動向は、地域の水資源へも影響する。

水資源の不足

現在（平年値） 2030年代

＜2030年代の８月に潜在的な水不足が想定される水田地域＞

・潜在的な収量を示す指標として、気温と日射量のみで求まる「気候登熟量示数」を
用いて、将来の潜在的な収量を推定。
・将来の気候予測値については、現在の大気CO2濃度（1990年の濃度に当たる
350ppm）が、毎年1%複利で上昇することを前提として、代表的な4種類の全球気候モ
デルを用いて算出された将来の気候データの平均から算出。
・最大の収量を得られるように移植日を最適化しているが、高温不稔による減収や、
土壌条件や病虫害の発生の影響は考慮していない。

水資源量（mm）

2030年代

・降水量は同じと仮定し、水田蒸発散量算定モデルを適用して、水資
源賦存量（＝降水量－水田蒸発散量）の変化を予測。

・気温上昇による水田蒸発散量の増加に伴い、九州中部から北部に

かけて水資源賦存量がマイナスとなる地域（黒の地域）が増加。

出典：丸山篤志(2006):温暖化による九州の水田水資源の変化を予測
(九州沖縄農研ｾﾝﾀｰwww)
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リンゴ及びウンシュウミカンの栽培適地が北上し、将来は新たな地域が栽培可能になる一方、現在の主要な産地が気候的
に不利になる可能性がある。

2060年代

＜ウンシュウミカン＞

現 在 現 在

果樹：栽培適地の移動

2060年代

＜リンゴ＞

リンゴ栽培の適地温度域は７～13℃であり、現在の栽培地は道北、道
東および西南暖地の平野部を除く広い地域に広がっているが、2060年
代に全国平均で約3℃気温が上昇する場合、北海道はほぼ全域が適地
になる一方、関東以南はほぼ範囲外となる。

ウンシュウミカン栽培の適地温度域は15～18℃であり、現在の栽培地
は西南暖地の沿岸域であるが、 2060年代に全国平均で約3℃気温が

上昇する場合、南東北の沿岸部まで適地になる。

地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響

・将来の気温については、現在の大気CO2濃度（1990年の濃度に当たる350ｐｐｍ）
が、毎年1%複利で上昇することを前提として、代表的な４つの全球気候モデルを用
いて計算された結果の平均値を使用。

出典：平成１４年度 果樹研究所 研究成果情報「地球温暖化によるリンゴ及び
ウンシュウミカン栽培適地の移動予測」

＜温暖化による着色障害＞

着色期に高温が続くと、着色

の進行が遅れることが確認
されている。

果樹：品質の変化

45
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夏期の高温による産肉量の低下が西日本から大きくなり、
2060年代に全国平均気温が約３℃上昇する場合、８月
には産肉量が15％以上低下する地域が1割出現する。

現在 ２０６０年

８月

現在 ２０６０年

８月

畜産：産肉量の低下

＜鶏 肉＞

出典：山崎ら（2006）平均気温の変動から推定したわが国の鶏肉生産に対する
地球温暖化の影響、日本畜産学会報77(2)、231-235

・環境制御室における肉用鶏の飼育実験で、気温と産肉量の関係を解明し、夏期
（7～9月）について、現在及び将来の気温から計算される産肉量の低下率を図示。
・将来の気温については、現在の大気CO2濃度（1990年の濃度に当たる350ｐｐ
ｍ）が、毎年1%複利で上昇することを前提として、代表的な４つの全球気候モデル
を用いて計算された結果の平均値を使用。

・トールフェスクが栽培可能であれば寒地型牧草地帯、バヒアグラスが栽培可能であれば
暖地型牧草地帯、それ以外を夏枯れ地帯と区分。夏期の収量が一定基準より低くならな
い地域を栽培可能と判定。収量は、気温、日射、CO2濃度などから収量を計算する統計
的なモデルで算出。
・100年後の気候については、現在の大気CO2濃度（1990年の濃度に当たる350ppm）が、
毎年1%複利で上昇することを前提として、気象庁気象研究所が開発した全球気候モデ
ルを用いて算出された100年後の気候データを使用。

＜牧 草＞

100年後に年平均気温が約４℃上昇する場合、寒地型牧草の
適地が縮小、暖地型牧草の適地が拡大し、日本全体の牧草の
生産量は約１．５倍に増加する。

出典：佐々木ら（2003）地球温暖化が牧草の地帯区分と生産量に及ぼす影響、
畜産草地研究所報告、４、39-47

牧草：生産地帯の移動と生産量の増加

影響なし

低下率

0-5％ 5-15％ 15％＞

現在 100年後

寒地型牧草の生育適地
暖地型牧草の生育適地
夏枯れ地帯（両方とも生育しにくい）

地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響
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ニカメイガ（水稲の害虫）については、全球気候モデル
（オーストラリア、CSIRO）の予測結果から、日本全国を通
じてほぼ１世代ずつ増加すると予測されている。もともとニ
カメイガ（二化螟蛾）という和名は、年に２世代発生するこ
とから名付けられたが、将来はあてはまらない可能性が
ある。

2060年代 温暖化前 
1952-1982平均 

虫害：発生の増加

 ０世代
１世代

２世代
３世代
４世代以上

2060年代

出典：農林水産省（2002）近年の気候変動の状況と気候変動が農作物の生育等に及
ぼす影響に関する資料集

新規病害虫の侵入

熱帯のカンキツの最重要病害であるカンキツグリーニング病
と、それを媒介するミカンキジラミ、その寄主のゲッキツが分
布を拡大している。温暖化の進行は、このような南方からの
新たな侵入病害虫の定着に有利に働くと考えられる。

出典：芦原（2005）カンキツグリーニング病の媒介昆虫ミカンキジラミの分布とその
限定要因、「気候温暖化」研究成果発表会講演要旨集、果樹研究所、14-15

カンキツグリーニング病の病徴 媒介虫 ミカンキジラミ

地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響
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森林：ブナ林の分布適域の減少

全国におけるブナ林の分布適域の面積は、気候変化シナ
リオCCSR/NIES（平均気温4.9℃上昇）では9%に、気候
変化シナリオRCM20（2.9℃上昇）では37%に減少するこ
とが予測される｡

世界遺産地域内におけるブナ林の分布適域（分布確率が0.5
以上の地域）の面積は、現在は遺産地域の95.4 %であるが、
気候変化シナリオRCM20では山岳上部の0.6 %に、気候変化
シナリオCCSR/NIESでは0 %に減少する。

出典：天然林の分布を規定する気候要因と温暖化の影響予測：とくにブナ林について
（地球環境2006 Vol.11）

図．ブナ林の分布
（Ａ）実際の分布、（Ｂ）現在の気候における分布確率、（Ｃ） CCSR/NIESシナリオ
（2091～2100年）における分布確率、（Ｄ） RCM20シナリオ（2081～2100年）における
分布確率. 図（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）で赤色に示される分布確率0.5以上の地域が、ブナ林
の成立に適する地域（分布適域）と考えられる。

出典：世界遺産白神山地ブナ林の気候温暖化に伴う分布適域の変化予測
（日本森林学会誌 2007 Vol.89(1)）

図：白神山地世界遺産地域におけるブナ林の分布確率の変化予測。(Ａ)は現在，(Ｂ)
はCCSR/NIESシナリオ（2091～2100年）で， (Ｃ)はRCM20シナリオ（2081～2100年）で
ある。空間解像度は3次メッシュ（約1 km2）．なお、CCSR/NIESは東京大学気候シス
テムセンター・国立環境研による、RCM20は気象庁による気候変化シナリオ．

地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響
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水産：漁場の変化

我が国周辺海域の水温が変化（上昇）すると、水産生物の生息域に大きな影響があると予想される。下図はサンマの生
息適温から予想される漁場の変化（9月および11月）であるが、実際には水温が変化すると海流・餌環境等の変化に伴
い海洋生態系も大きく変化すると考えられるため、漁場および漁期の変化を正確に予想することは困難である。
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現状

短期

中期

長期

水温上昇によるサンマ漁場の変化予測

出典：桑原ほか 2006 温暖化による我が国水産生物の分布域の変化予測. 地球環境 Vol.11,No.1, 49-57）

地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響
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水産：養殖適地の変化

我が国沿岸域で行われている魚介類養殖にも大きな影響があると予想される。たとえばトラフグについては、低温期（2
月）には養殖適地に大きな変化は予想されないが、高温期（8月）には南日本において養殖不適な水温環境となってしまう
と予想されている。
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将来予測(短期)※現状+1℃

現状予測

水温　単位：℃

30

29

26
25

28

23

27

24

22

16

2021

19

15

18

1 417 13
12

29

30

22

30

29

3 0

30

2426

29

3 0

28

17

26

30

21

30 30

23

27

30

30

26

30

30

1 9

28

19

29

30

18

30

27 28

29

3 0

30

29

27

27

30
30

29

20

25

29

26

19

30

30

30

28

30

27

30

30

26

30

28

30

将来予測(長期)※中期+1.5℃
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水温上昇によるトラフグ養殖域の変化予測

出典：桑原ほか 2006 温暖化による我が国水産生物の分布域の変化予測. 地球環境 Vol.11,No.1, 49-57）

地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響地球温暖化が日本の農林水産業に及ぼす影響
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水資源賦存量の変動予測

○ 我が国全体では、地球温暖化に伴い年間降水量が増大するとともに、蒸発散量は増大すると予測。

○ 年間の水資源賦存量（＝降水量－蒸発散量）は、北日本・東日本の日本海側、南関東・四国・南九州の太平洋
側では現在と同程度か減少傾向となる見込み。

資料：(独)農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究所

注）

1.現況値はメッシュ気候値（気象庁、1kmメッシュ）による1971～2000年の気温、降水量の平均値から推定。
2.変動量は、現状値にRCM20（気象庁、A2シナリオ20kmメッシュ）による温暖化の影響予測値（2081～2100年の平均値から1981

～2000年の平均値を差し引いた値）を加えた予測値から、現状値を差し引いた値。
3.蒸発散量は、中緯度地域で適用性が認められ気温のみに依存するソーンスウェイト法による。
4.マップ表示は、1kmメッシュの入力データ及び計算結果をGISにより表示。

図-1 年蒸発散量の変動 図-2 年水資源賦存量の変動
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注）

1.現況値はメッシュ気候値（気象庁、1kmメッシュ）による1971～2000年の気温、降水量の平均値から水資源賦存量を推定。
2.変動量は、現状値にRCM20（気象庁、A2シナリオ20kmメッシュ）による気温・降水量データに基づく2081～2100の水資源賦存

量の平均値から1981～2000の水資源賦存量の平均値の変化を加えた予測値から、現状値を差し引いた値。
3.蒸発散量は、中緯度地域で適用性が認められ気温のみに依存するソーンスウェイト法による。
4.マップ表示は、1kmメッシュの入力データ及び計算結果をGISにより表示。

図-3 4～5月の水資源賦存量の現況 図-4 4～5月の水資源賦存量の変動

○ 特に農業用水の需要量が多い代かき、田植期（４～５月）の水資源賦存量は、我が国のほとんどの地域で減少
する見込み。

資料：(独)農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究所
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資料：(独)農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究所
引用：井上聡ら（雪氷60(5)、1998； 地球環境6(2)、2001）
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①温暖化に伴う冬季の降水量が降雪になる割合の変化：
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③河川流量の期別変化の予測

（信濃川・利根川）

積雪・融雪が農業用水に及ぼす影響

○ 信濃川と利根川流域を対象に、降水、融雪の影響を算定し、河川流量の期別変化を推測。

○ 推測結果として、積雪の多い信濃川では融雪水が減少し、春先の農業用水の確保へ影響することが懸念。
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揚程 排水量 ポンプ能
力の変動

H ｍ Q　ｍ3/s ％
0 .59 4.99 0 .89 -10 .1
0 .50 4.90 0 .91 -8 .4
0 .40 4.80 0 .93 -6 .6

0 .30 4.70 0 .95 -4 .8
0 .20 4.60 0 .96 -3 .1
0 .10 4.50 0 .98 -1 .5
0 .00 4.40 0 .99 0 .0
-0 .10 4.30 1 .01 1 .5

九州・T機場 ４m3 /s＝  １  m3/s ×４台

海面
上昇量

揚程 排水量
ポンプ能
力の変動

H ｍ Q　ｍ3/s ％
0.59 3. 99 4.52 -15.3
0.50 3. 90 4.67 -12.3
0.40 3. 80 4.83 -9.3
0.30 3. 70 4.98 -6.6
0.20 3. 60 5.11 -4.1
0.10 3. 50 5.23 -1.9
0.00 3. 40 5.33 0.0
-0.10 3. 30 5.42 1.7

九州・H機場　１６m3/s＝ 5.3 3m3 /s　×３台

海面
上昇量

排水量 揚程
ポンプ能
力の変動

Q　m3/s H　m ％

0.50 68.7 4.20 -8.44
0.40 69.9 4.10 -6.75
0.30 71.2 4.00 -5.06
0.20 72.5 3.90 -3.37
0.10 73.7 3.80 -1.69

0.00 75.0 3.70 0.00
-0.10 76.3 3.60 1.69

東海　D排水機場

海面
上昇量
m温暖化とともに海面が上昇

海面はシナリオでは0.59m上昇

海面上昇はポンプの揚程の増加

ポンプの揚程の増加は排水能力の低減

有明海排水吐水槽

内水位

海面の上昇

計
画
の
実
揚
程

海
面
上
昇
時
の
実
揚
程

堤防

スクリーン
洪水時計画外水位

ポ
ン
プ
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内水位

海面の上昇

計
画
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洪水時計画外水位
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ン
プ

2 .0

3 .0

4 .0

5 .0

6 .0

1 2 3 4 5 6
吐き出し量　m3/ s

全

揚
程
　

ｍ
海面上昇 0. 59m

排水量の低下 15%

計画時点

海面上昇時
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主要な防潮水門、樋門、
多数の樋門のある地域

入り口、

出口

新々樋曽山隧道

揚程 排水量 ポンプ能
力の変動

H ｍ Q　ｍ3/s ％
0 .59 3 .19 35 .88 -17.7

0 .50 3 .10 37 .09 -14.9
0 .40 3 .00 38 .42 -11.8
0 .30 2 .90 39 .74 -8.8
0 .20 2 .80 41 .04 -5.8
0 .10 2 .70 42 .32 -2.9

0 .00 2 .60 43 .58 0.0
-0 .10 2 .50 44 .83 2.9

北陸　S排水機場　ポンプ６台

海面
上昇量

事業地区面積　2,905ha
農地 面積2,136ha 、　宅地等769ha
排水 機場３カ所、　防潮水門・樋門

流域面積8,600ha受益面積5,886ha
A、H機場を含む計１０機場

流域面積30, 440ha
　 　含む 宅地その他16, 580ha

受 益面積13, 860ha

　 　水 田9,61 0ha、　 畑4, 250ha

流域面積約３５，０００ｈａ
受益面積：１９，７８０ｈａ
2 40m3/s

海面上昇が河口排水施設に及ぼす影響

揚程 排水量 ポンプ能
力の変動

H ｍ Q　ｍ3/s ％
0.59 3.29 4.12 -11.3
0.50 3.20 4.21 -9.4
0.40 3.10 4.30 -7.4

0.30 3.00 4.40 -5.4
0.20 2.90 4.48 -3.5
0.10 2.80 4.57 -1.7
0.00 2.70 4.65 0.0
-0.10 2.60 4.72 1.6

九州・A機場　5m3/s＝ 2 .5m3/s　×2台

海面
上昇量

○ 海面上昇に伴う河口排水機場の能力への影響について、ＩＰＣＣ第４次報告結果値を用いて算定。
（越後平野、濃尾平野、筑紫平野に整備された基幹排水機場を対象）

○ 0.59m海面上昇すれば、ポンプ能力は10～20％程度低下すると算定され、ほ場の湛水時間の延伸や湛水面積の
拡大が懸念。

資料：(独)農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究所

SRESシナリオによる21世紀末（2090～2099年）における世界平均海面水位
の上昇量（氷の流れの力学的変化の影響を含まない）（単位m）。1980～

1999年に対する上昇量。

予測の上限 0.59
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水位上昇=不安定化

●豪雨は観測・予測とも発生率増加傾向

アメダスデータによる短時間強雨・大雨の増加傾向

地球シミュレータによる夏季の
100mm／日以上の大雨日数予測

2004 2005 2006

頻
発
豪
雨

移
動
量
大

単
発
豪
雨

移
動
量
小

長
雨

移
動
量
中

移
動
量
(c
m
)

日
雨
量
(m
m
)

降雨パターンの変化に伴う農地土壌・地すべりへの影響

○ 地球温暖化の進行に伴い、集中豪雨等の増加により降雨パターンが変化すれば、農地土壌の侵食が進行す
るとともに、地すべりを不安定化させる恐れ。

●豪雨頻度増加は地下水位を
上昇させ、地すべりを従来以上

に不安定化させる恐れ

GPSによる破砕帯地すべり移動記録

●豪雨頻度増加は農地土壌
が侵食、流亡するリスクを増大

させる恐れ

わが国の農耕地の土壌侵食リスク図

資料：(独)農業環境技術研究所

流亡土量=降雨係数×（斜面形状等に関する諸係数の積）

豪雨の頻発は地すべり活動を大きく助長
また，単発豪雨よりも長雨の方が悪影響

降水は地すべり活動の主要因

資料：(独)農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究所

リスク
少

大

１時間降水量80mm以上の発生回数（年間１地点あたり）

日降水量400mm以上の発生回数（年間１地点あたり）

0.05

0.03

0.00

0.01

0.02

0.04

回
数

回
数

0.00

0.01

0.02

0.03

1976 1980 1984 1988 1992 1996 2000 2004
年

1976 1980 1984 1988 1992 1996 2000 2004
年

平均 0.010 平均 0.012

平均 0.017

平均 0.005 平均 0.004
平均 0.009
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①品目別地球温暖化適応策レポート・工程表の概要

１ 目的
近年、米の高温障害をはじめ、果実の着色不良、病害虫の多発等地球温暖化の影響と考えられる農作物生育

への影響が発生している一方で、高温耐性品種、高温障害回避技術等適応品種・技術が開発されつつある。
このため、今後、地球温暖化が進展することが確実視される中で、農業生産現場での地球温暖化への適応策

の取組を進めるため、農業者や農業指導者の参考とすることを目的として「適応策レポート」を作成した。

２ 概要
（１）適応策レポート

都道府県報告や最新の研究開発成果等を基に、主要品目別に「生産現場における現象」「当面の適応策」
「今後の対応方針」について都道府県の意見も踏まえ整理した。

○作成した品目

水稲、麦類、大豆、うんしゅうみかん、りんご、なし、ぶどう、トマト、
イチゴ、花き、茶、肉用牛・乳用牛、飼料作物の１３品目

○構 成

項 目 生産現場における現象 当面の適応策 今後の対応方針

内 容 地球 温暖 化の 影響と 思 生産現場に対し導入可能 今後、実施すべき研究開発、

われ る高 温障 害等生 産 な既存技術に基づく当面 行政 により取 り組むべ き課

現場での現象を記載 の適応策を記載 題を記載

具体例 ○浮皮の発生 ○カルシウム剤の施用 ○発生機構の解明

うんしゅう ○日焼け果の増加 ○表層摘果の実施 ○被 害軽減栽 培管理方 法の

みかん 開発

（２）工程表
レポートと同様の品目に対し、今後、技術開発が必要と考えられる研究課題、取り組む必要がある行政課

題を短期・中期・長期に分けて、都道府県の意見も踏まえ、生産局において整理したものである。
【注】短期（今後３年以内）、中期（２０３０年頃まで）、長期（２０３０年以降）
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＜水稲＞

品目別地球温暖化適応策レポートの概要
○生産現場における影響等調査結果をベースに、主要品目について、生産現場での現象に対する当面の適応策、今後
の対応方針をとりまとめたもの。

主な現象 当面の適応策 今後の対応方針

・白未熟粒の発生
（注）白未熟粒とは、乳白粒、心白粒

など胚乳に白濁をもつ未熟粒。

出穂後20日間において、日平均
気温が26℃～27℃を超えると
多発。

・胴割粒の発生
（注）胴割粒とは胚乳部に亀裂が生じ

た粒。登熟初期の高温多照条

件で増加。

・遅植えの導入

遅植えにより出穂期を遅らせ、登熟期の高

温を避けるため、普通期栽培においては遅

植えや晩生品種を導入。

・適切な施肥・水管理の実施

生育後半まで稲体の活力が保たれるよう施

肥管理を行うとともに、早期落水の防止を

実施。

・耐性品種への転換

こしいぶき、てんたかく、ふさおとめ、にこま

るなど高温耐性品種へ転換。

・直播による出穂遅延の有効性の検証

・もみ数制御等栽培管理手法の確立・普
及

・斑点米カメムシ類の多発
（注）斑点米とはカメムシ類によって

吸汁被害を受けたもので一部が

変色した粒。

・出穂前の畦畔等の雑草管理

畦畔草刈を奨励するとともに、発生予察に

基づく的確な防除を実施。

・色彩選別機で被害粒の除去

収穫後、色彩選別機により、着色粒を除

去。

・フェロモンを利用した発生予察の高度化
と個体群抑制技術の開発
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＜麦類＞

主な現象 当面の適応策 今後の対応方針

・暖冬による過繁茂、徒長 ・早期茎立ちしにくい品種の選定

・土入れ、踏圧の実施（冬～春先）

・生育ステージや生育量に応じた適正
な追肥

・早期茎立しない品種の育成

・茎立・出穂の早期化による凍霜害

・赤かび病等病害、雑草の多発 ・抵抗性品種への転換
・適期防除の徹底

・赤かび病抵抗性等を強化した品種の
育成

主な現象 当面の適応策 今後の対応方針

・高温少雨による生育量不足、着莢
不良、青立ち株の発生

・畦間かん水の徹底
開花期以降に、畦間にかん水を行い

土壌乾燥を防ぐことにより、落花、落

莢等を回避。

（高温少雨・多雨対策）
・農業工学研究所等が開発した排水と
灌漑の両立が可能な地下灌漑システ
ム（FOEAS）による生育状況に応じた
水管理技術の確立・普及

（病害虫等対策）

・耐病害虫性の強化と耐湿性等を複合
させた品種の育成

・フェロモン利用等による発生予察・防
除技術の開発

・病害虫の多発及び発生期間の拡
大、暖地性の病害虫の発生

・適期・適正防除の徹底、抵抗性品種
への転換等
発生予察やほ場観察により病害虫

の発生を適確に把握し、適期・適正な

防除を実施。

・大雨によるは種作業の遅延に伴う
単収低下や高温多雨による収穫作
業の遅延に伴う品質低下

・排水対策の徹底、不耕起播種技術
の導入
降雨後に早めには種が可能となり、

適期は種を確保。

＜豆類＞
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＜うんしゅうみかん＞

主な現象 当面の適応策 今後の対応方針

・着色不良 ・適正着果量の厳守

・シートマルチ栽培技術の導入

マルチの活用で日射量及び水分量を調節する
ことで発生を回避。

・現象の発生機構及び栽培管理手法
と被害発生の関係の解明を踏まえた
資材活用技術・栽培管理技術の開発

・浮皮症（品質・貯蔵性の低下）
（注）浮皮症とは、成熟が進んでか

らの高温・多雨により果皮と果

肉が分離する現象。

・適正着果量の厳守
・カルシウム剤の施用
果皮細胞の老化を抑制するとともに、蒸散を

促進することで発生を回避。

・長期的には、栽培適地の移動に関
するより精度の高い予測モデルに基
づく品目の転換も検討

＜トマト＞

主な現象 当面の適応策 今後の対応方針

・着花・着果不良 ・遮光資材の利用
光の通過を抑えるフィルムで昇温を抑制。

・循環扇、換気の徹底

ハウス内の空気を攪拌して高温空気の滞

留を防止。

・昇温抑制効果が高く低コストな遮光
資材の開発

・局所冷房等を利用した低コスト冷
房・環境制御技術の開発

・高温下でも花数や着花が安定する
品種の育成

・細霧冷房の導入
ノズルからの霧状に水を散布することで温

度を低下。

・着色不良（黄色味が強くなる。）
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＜飼料作物＞

主な現象 当面の適応策 今後の対応方針

・夏枯れの発生【牧草】

（高温・水不足による枯死）

・耐暑性を高めたトールフェスク品種
など夏枯れに強い草種・品種の導入

・夏期の高刈り励行、放牧抑制

・夏期の生育に優れる高品質な品種の
育成（地域ごとに適した草種の選定、品
種の育種、奨励品種選定のための試
験の実施が前提）

・サイレージ調製後の品質低下

（開封後の変敗）

・保管場所、ラップの色の変更等調
製・貯蔵法の工夫

・腐敗を防ぐためのギ酸等飼料添加
物の適正使用

・サイレージにおけるカビ毒の簡易検出
法の開発

・病害虫の発生増大・長期化【トウ
モロコシ等】

・耐病虫性品種の選択

・適正な防除の実施

・高度抵抗性品種の育成

・病原菌や害虫の生態解明に基づく攻
守的防除法の開発
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○気温

○降水量：やや減少傾向にあるが、夏期の変化はない。

○７～９月の全天日射量：明瞭な変化はない。

○台風：発生数について、明瞭な変化はない。
また、台風による被害が頻発化しているとまではいえない。

○本年の場合

温暖化の影響を考慮した米の平年収量の見直し方向
－温暖化が作柄へ及ぼす影響についての検討会での議論－

気
象
変
化
と
影
響

検
証
事
例
（
佐
賀
県
の
場
合
）

9/15 最終 9/10 最終 9/15 最終 9/15 最終 9/15 最終
作 況 指 数 ９７ → ９５ ９８ → ８０ １００ → ９３ ７４ → ４９ １００ → ９５
登熟期の被害

H15

高温・日照不足 高温・台風（連続）

H 17H16

高温・台風（潮風害） 高温高温・ウンカ

H1 9H 18
気温：最低気温平年差（℃）　日照：平年比（％）

気 温 日照 気 温 日 照 気 温 日 照

-0.5 83 1.2 119 2.8 112

気
象

生 育 期 もみ数確定期 登 熟 期
（ ７ 月 ） （ ８ 月 ） （ ９ 月 ）

8/15 9/15 最 終

やや不良 １００ ９５

作

況

生育
回復

登熟
阻害

九州は５年連続不作、
北海道北部は３年連続
豊作をどう見るか？

粒 数 ９８
粒 重 ９８
品 位 ９９
（乳白等)

20年前 現在 上昇度

九 州 17.5℃/日 20.4℃/日 ＋2.9℃/日

北 海 道 12.6℃/日 13.7℃/日 ＋1.1℃/日

・ 夏場の気温上昇が大きく、25℃を超えることから、 

生育は早まり、出穂が高温に当たってきている。 

・ 出穂後の最低気温の上昇が大きく、登熟の阻害となり、

品質、収量ともにマイナスの影響。 

九

州

・ 夏場の気温上昇は見られず、温暖化の影響は明確には 

現れていない。 

逆に、本年も道南では冷害（渡島：作況71）。 

・ むしろ、近年の豊作は、良質多収性品種（ななつぼし、

ほしのゆめ）の普及等技術的要因が大。 

北

海

道

・ 9/15の作況指数100については、高夜温の影響等が懸念されたものの、

平年を大きく上回る高温となったことから十分反映できず。 

・ 10/15の作況指数95への低下の要因。 

・ 気温は長期的に上昇傾向、特に気温上昇は西日本、九州で顕著 

・ ここ20年間の出穂前後81日間の平均気温の上昇 

北海道　＋0.1℃　　九州　＋1.2℃

・ 出穂後（登熟期間）の最低気温も上昇 

②水稲平年収量に関する検討会としてのまとめ（平成１９年１２月）
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温暖化の影響を反映した２０年産以降の平年収量のあり方

平
年
収
量
の
見
通
し

参考：平年収量の決定方法

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

（これまで） （今後） （これまで） （今後）

北 海 道 東 海

（単収の低い
県を中心に）

（一部で  　  ）

東 北 近 畿

（単収の低い
県を中心に）

（一部で  　  ）

北 陸 中国・四国

（一部で  　  ）

関東・東山 九 州

（一部で  　  ） （北部を中心に）

①

・年々の気温上昇を加味した地域ごとの
平均値を用いて補正
（従来は全期間の単純平均値）

・出穂前と出穂後に分けたそれぞれの平
均値を用いて補正
（従来は出穂前後81日間の平均値）

②

しうるよう変数を改良した上で補正

気温の長期的上昇傾向及び出穂後の夜温

冷害や台風災害年の補正を行う場合、こ

れらに加え、病虫害の大発生等にも対応

上昇等を的確に反映

④有識者会議の意見を聴いて決定

①10a当たり実収量
　（S54～最新年）

②補正単収

③10a当たり
   平年収量（試算）

気象効果（気象に
よる不規則な変動

要因）を除去

300

400

500

600

S54 56 58 60 62 H元 3 5 7 9 11 13 15 17

(kg/10a)

300

400

500

600

S54 56 58 60 62 H元 3 5 7 9 11 13 15 17

(kg/10a)

300

400

500

600

S54 56 58 60 62 H元 3 5 7 9 11 13 15 17

(kg/10a)

アメダスデータ
　・気温

  （平均、最高、最低）

　・日照時間
　・降水量

　・風速

滑らかな曲線の

計算

スムージング
 ・スプライン

検　証 栽培技術や作付品種構成等の変化状況等

最近の稲作生産事情

アメダスデータの加工

　・気象指数
　・補助変数

10a当たり平年収量
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米 の 収 量 へ の 影 響
(平年収量への反映の方向性)

１ 気　温

(１)プラスに働く要因

温暖化による気象等の変化 平年収量への具体的な反映の考え方

　過去の平均的な気温で実収
量を補正しているため、年々
の気温上昇は考慮されていな
い。
　このため、例えば豊作年の
場合は実単収を下の方向に補
正しすぎている。

〈
現
状

〉

〈
今

　年々の気温上昇を加味する
必要がある。
　これにより、例えば豊作年
では、補正が緩和されること

今後の平年収量への反映のあり方【温暖化の影響】（案）

　気温の上昇は、生育量
を増大させるとともに、
ある温度域までは収量に
とってプラスに働くの
で、これを的確に反映さ
せる必要があるのではな
いか

　夏（７～９月）の
気温は徐々に上昇

現在、使用している気温のデータ

・平均気温

・最高気温 出穂前後４０日間の日平均値

収

量

今後

現状

今後の補正

現状の補正

（ 気温の上昇を考慮したイメージ ）
 

(２)マイナスに働く要因

今
後

〉

となる。
　なお、年々の気温上昇程度
は地域ごとに異なるため、例
えば北日本では影響は小さい
と予想される。

いか。気温は徐々に上昇
し、これに伴い稲の
生育が早まってい
る。

　気温の上昇に伴い
稲の生育が早まり、
かつ田植期も早まっ
たため、登熟期が猛
暑に遭遇する傾向が
ある。

　登熟期の気温が高すぎ
ると高温障害が発生し易
くなり、品質面のみなら
ず収量にとってもマイナ
スに働くので、これを反
映させる必要があるので
はないか。

　出穂後の気温のデータを重
視し、西日本などで気温が高
すぎる場合には、収量減にな
るよう反映させる。
　これにより、西日本などで
は、マイナスの方向に補正さ
れることとなる。

　気温のデータは、出穂前後
の合計値で計算している｡
　このため、出穂後に高(夜)
温になる地域（西日本等）で
は、マイナスの方向に補正す
る情報が表れず、補正が不足
している｡

〈
現
状

〉

〈
今
後

〉

不作年 豊作年

収

量

北日本 西日本

今後の補正

現状の補正

一般的に影響は少ない

一定基準以上の高(夜)温

等の場合、マイナスの方

向へ補正

現状

今後

（ 高(夜)温を考慮したイメージ ） 63
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米 の 収 量 へ の 影 響
(平年収量への反映の方向性)

２ 日射量・降水量

〈
現
状

〉

　日射量・降水量とも気象指数
を算出するデータとして用いて
いる。

〈
今
後

〉

　引続き、気象指数を算出する
データとして用いる。

　登熟期の高温の影響を検討する際、日射量との関係
についても検討する。

３ 災害（北日本の冷夏と台風等）

大きな災害については 補助変

　降水量は、冬につい
ては減少傾向が認めら
れるが、夏については
日射量・降水量とも長
期的な変化傾向は認め
られない。

温暖化による気象等の影響

今後の平年収量への反映のあり方【温暖化の影響】（案）（つづき）

　変化傾向はみられないこと
から、近年、稲の生育に特段
の影響を与えているとは考え
にくい。

平年収量算定に当たっての
反　映　の　考　え　方

現在、使用している気温のデータ

・日射量→日照時間

から換算 出穂前後４０日間の日平均値

現在、使用している補助変数

〈
現
状

〉

大きな災害については､補助変
数を導入して収量の補正を行っ
ている。
　しかし､現在の補助変数では､
必ずしも傾向値まで補正仕切れ
ていない部分があり、この場合
は検証作業を詳細に行ってい
る。

〈
今
後

〉

　冷夏、台風の被害を表す補助
変数に改良を加える。
　更に、気象データだけでは表
せないような被害を表す指標を
補助変数として導入することを
検討する。

　平年収量の算定に大きな影響を与えるものではない
が、収量の補正をスムーズに行えるよう検討する。

４ その他（二酸化炭素）

〈
現
状

〉

　気象指数､補助変数として扱っ
ていない。

〈
今
後

　引き続きこれまでどおりの対
応とする。

　二酸化炭素濃度は､季
節変動を繰り返しなが
ら、年々徐々に増加し
続けている。

　北日本では、近年猛
暑や冷夏の出現が増加
する傾向にあるが、災
害が頻発化していると
は言えない。
　台風は、今のところ
頻発化しているとまで
は言えない。
　なお、将来的には、
従来では予想できな
かった被害が発生する
懸念がある｡（最近、北
九州でウンカが広範囲
に大発生）

　将来、温暖化により頻発化
すると言われている中で、補
助変数を検証し、補正をより
的確に行う必要がある。

　長期的な上昇傾向は、稲の
生育や収量に何らかの影響を
与えている可能性がある。
　しかし、このような長期的
傾向は、毎年の作況に影響す
る要素ではない。

・冷害→低温積算値

・台風→最大風速の２乗値

出穂前15日間の日平均気温について、20℃を下回っ

登熟期間で最大となった日最大風速（ただし９m/s

64
〉

64
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○ 気候変動が我が国の農業生産基盤（農地、農業用水、土地改良施設）に及ぼす影響を評価し、必要となる
適応策及びその推進方策を検討する。

（４）農業生産基盤に関する地球温暖化適応策

６５

氷
床
の
融
解
・積
雪
の
減
少

気

温

の

上

昇

降

雨
強

度
の

増

加

蒸

発
散

量
の

増

加

海

面
の

上
昇

洪
水

量
増

加

河
川･

地
下
水
の
基
底
流
出
量
の
減
少

裸

地
の

拡

大

・干拓堤防等の海岸保全施設の機能と安全性の低下

・河口外水位の上昇に伴い、低平地の排水機場、
排水口の能力不足

・あお(淡水)取水地域における利用可能な水資源の減少
・沿岸地域における、利用しやすい地下水資源の減少

・塩水浸入阻止型地下ダムの貯留水の水質への影響

・融雪水を水源とする春季の用水不足に伴う課題と、他利
水との調整

・地下水の減少に伴い、地下水依存地域の用水不足

・ダム、ため池の洪水吐（余水吐）の能力の不足

・用排水兼用水路の余裕高の不足

・農地・農村地域の浸水被害の拡大

・流域内の土壌浸食量の増大による、ダムの堆砂の増加,
土壌に含まれる有機質の流出に伴うダム湖の水質悪化

・農地・農村地域の土砂災害の増加

・畑地において、乾燥が進み土壌浸食を受けやすくなること
（飛砂対策用水の確保）

・畑地の有効水分量の変化に対応するため、用水諸元の
見直し、追加的な用水確保

・水田地域の水資源賦存量（降水量－水田蒸発散量）の変
化、地域全体の水資源への影響

農業生産基盤に及ぼすと考えられる影響 当面の適応策
今後の適応策の
検討方向

・ 気候変動が農業生産基盤に及ぼ
す影響実例について調査するととも
に、影響評価のために必要な基礎情
報をデータベース化

・ 収集整理した情報を基に、気候変

動が農業生産基盤に及ぼす影響を評

価するとともに、必要となる適応策を
検討

・ 検討された適応策を農業農村整備
の計画 ・ 設計 ・管理の各プロセスに

適切に反映させるための推進方策を
検討

・ 適応策の実
施に必要な技
術開発と高度化

・地球温暖化に

伴う気象・海象
等の変化が、我
が国の農業生
産基盤に及ぼ
す影響シナリオ
とそのリスクを
検討

・ その結果を、
今後の土地改
良事業計画や
施設設計に反
映するための手
法を検討

作
物
障
害
の
発
生

・用水管理の変化
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地球温暖化による影響予想地球温暖化による影響予想

○気温の上昇等環境変化により長期的には、植生帯が変化したり、森林における動植物の生態や活
動に影響を与えると予想される。

＜具体的な影響の例＞

・ブナの分布適域面積が縮小し、１℃上昇で７６％、２℃上昇で３１％、３℃上昇で６％、 ４℃上昇で
０％となる。

・豪雨の頻発、洪水リスクの増加、海面上昇の影響等により、山地災害の発生、海岸林の消失等が

懸念される。

防災対策の観点から
の適応策の検討

引き続き調査研究を
実施

関係機関との意見交
換・議論

影響を定量的に評価

今後の検討方向今後の検討方向

６６

（５）森林・林業分野の地球温暖化適応策

1
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地球温暖化の影響と考えられる現象地球温暖化の影響と考えられる現象

具体的
影響予想例：

当面の適応策当面の適応策

今後の適応策の推進方向今後の適応策の推進方向

資源生物の生息域・種類・量の
変化に対する漁業の適応

海洋の環境変化（水温上昇・海面上昇・酸性化等）により、水産生物に直接の影響があると
考えられる（分布域の変化など）。また、これらの環境変化が副次的な環境変化の原因とな
り、植物プランクトン等による基礎生産を含めた海域の生態系に影響を与えると予想される。

○海域における水産生物の生息域および海洋環境のより正確な把握。
○それに基づく、個別・具体的な漁場環境影響評価の実施。
○温暖化に対応した増養殖技術の開発。

地球温暖化を始めとする地球規模の環境変動が海洋生態系や水産資源に影響を及ぼす
メカニズムの解明を進め、海流や生態系の変化を予測するモデルを開発する。

サンマなど漁場の位置
ならびに漁期の変化

トラフグなど養殖
適地の変化

海域の高水温化による
ノリ等養殖への影響

海面上昇による海岸や
藻場・干潟等への影響

増養殖可能魚種の変
化への適応

水産物流通基地、
流通加工の適応

新たな赤潮・貝毒原因種、
有害生物、病気等への適応

その上で、中長期的な視点に立ち地球温暖化適応策を計画的に推進

新たな有害
生物の出現

増養殖施設
等の適応

（６）水産資源・漁業・漁港等の地球温暖化適応策

６７

1
2
0



◎①農林水産業における温室効果ガスの排出削減・吸収機能向上に貢献する研究、②将来の温暖化
の影響の予測・評価、③温暖化に適応する品種開発や生産安定技術の開発を計画的に実施。
◎研究課題について行政部局と十分に調整し、炭素排出・吸収評価（LCA評価）や農林水産物の生産性
への影響を考慮した温暖化防止策・適応策技術の開発に努め、行政部局での温室効果ガス削減対策に
貢献。
◎研究成果は、速やかに生産現場での実証・普及に移すとともに、IPCCへの情報提供や開発途上国支
援などに積極的に活用。

温暖化防止策研究 温暖化影響評価

●CO2等温室効果ガスの発生・吸収メカニズムの
解明・モデル化。

●モデルを利用した農林水産生態系における温室
効果ガスの排出削減・吸収機能向上技術を開発。

●生産現場のニーズを踏まえ、地球温暖化に適応した品種の育成や、生産安定技術の開発を体系的に推
進。
●新たな影響評価に基づき、炭素排出・吸収量評価（LCA評価)や農林水産物の生産性への影響を考慮し
た適応策研究を計画的に推進。
●将来の品種育成に対応した遺伝要因の解明など、将来の適応策研究を見据えた基礎研究を実施。

温暖化適応策研究

国際貢献

●主要な農林水産物の収量、品質、病害虫被害等
について、気温、ＣＯ2濃度、水資源量等の温暖化
因子を総合的に考慮した温暖化影響予測モデルを
構築。
●モデルを基に、想定される影響の内容・程度や時
期などについて総合的に評価。

研究体制の整備
行政ニーズ

地球温暖化対策に係る研究の進め方

（７）地球温暖化適応策の技術開発等

６８
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研究シーズ

適応策レポート適応策レポート
等等

～2010年度程度 ～2030年頃 2030年頃～

防止策

研究

影響評価
（将来予測）

適応策

研究

（モニタリング）

地球温暖化プ
ロ研究

（2006-2010年）

●新たな影響予測【プロジェクト研究等で対応】
・将来予測のための共通な気候シナリオの開発
・高温障害等の発生メカニズムの解明
・水稲の収量、品質について、気候変動が水田生態系に及ぼす影
響を、高温不稔、病害発生などの因子も考慮してモデル化し、将
来予測
・果樹について、高温と品質低下の関係、冬期の低温不足と休眠
覚醒の関係を解明・モデル化し、将来予測
・降雨、出水形態の変動に伴う農業水利施設への影響メカニズム
の解明

●緊急性の高い課題【プロジェクト研究等で対応】

・稲の胴割れ米発生軽減技術の開発
・植物生育調節剤を用いたミカンの浮皮防止技術の開発
・トマトの障害果抑制のための効率的遮光法の開発

行政ニーズ
＆

研究シーズ

地球温暖化対策研究の工程表（大枠の考え方）

●農林水産業における温暖化防止策
・農林水産業における炭素循環モデルの構築
・農林水産業からの温室効果ガス排出削減技術の開発

短期的
課 題

中長期的
課 題

◎炭素循環モデルとそれを

利用した温暖化防止策の高
度化

◎計画的な適応策研
究の推進
炭素排出・吸収量評価や農
林水産物の生産性への影
響を考慮

・生産安定技術の開発
・高温等のストレスに強い
温暖化適応型品種の育
種
・新規病害虫への対応●品種育種等の中長期的課題【交付金等で対応】

・水稲の高温耐性品種の開発
・高温化でも着色の容易な果樹品種の開発

６９

◎適応策の抜本的な
見直し検討

・栽培技術の抜本的見直
し等新たな生産安定技
術の開発
・ゲノム情報等を利用した
高度に温暖化に適応す
る品種の開発
・温暖化影響評価等に基
づく作物転換の実施

●行政側調査事業と連携して実施【交付金等で対応】
・現状把握のため、気象条件と収量、品質などの栽培データを継続的に取得

◎作物転換評
価システムの
開発
・作物転換の条件等
について検討

◎温暖化影響評価の
高度化
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事 象 適応策

水稲

高温障害

白未熟粒 ●高温耐性品種｢にこまる（九沖農研）」を育成

・「こしいぶき(新潟県)」、「てんたかく（富山県)」、「ゆめみ
ずほ(石川県）」等の高温耐性早生品種を育成
●移植時期の繰り下げ、適正な籾数の制御・誘導、栽培
密度の調整、施肥管理の改善

胴割粒

高温不稔

病害虫 カメムシ類
●フェロモントラップによる発生予察

・新薬剤を含めた防除法の見直し

リンゴ
着色期の高
温

着色不良

（果肉軟化、
貯蔵性低
下）

●「つがる」、「ふじ」などで着色優良系統の選抜と作出

・反射マルチ等による受光状況の改善技術

ナシ

低温不足
施設ナシの
眠り病

●過酸化水素水による自発休眠打破技術

・施肥技術等による樹勢強化

秋季の

高温
凍害

・白塗剤の塗布

・施肥管理

モモ
成熟期の高
温

ミツ症・果肉
褐変症

・早生品種への転換

・適正着果や適正収穫の厳守

・土壌、枝梢の管理

ブドウ
着色期の高
温

着色不良
●ABA処理と環状はく皮処理技術
・適正着果の徹底

カンキツ
類

着色期の高
温

着色不良お
よび浮き皮
果

・反射マルチ資材による受光状況の改善技術

・房状着果等による大玉抑制

・「石地」等の浮き皮が発生しにくい品種を育成

●植物調節剤による浮き皮軽減技術

夏季の

高温
生理的落果 ●GA処理による生理落果制御技術

収穫の

早晩
隔年結果 ●着果法および枝梢管理による安定生産技術

病害虫
カンキツグ
リーニング
病

●LAMP法を用いた迅速診断法
・ミカンキジラミの防除

事 象 適応策

野菜花
卉

気候変動 ― ●適地・適品種選定のための意思決定支援システム

施設野菜等
の暑熱対策

―

●細霧冷房による昇温抑制技術

●カボチャの耐暑性台木の選定

●ナスの単為結果性品種「あのみのり」の育成

●トマトの生育調節物質を用いた高温着果不良軽減技
術

●紙マルチシートを用いた地温上昇抑制効果による高温
下の品質向上技術

病害虫
ハスモンヨト

ウ

●予察情報の提供

●防虫ネット、性フェロモントラップ

茶
秋冬季の

高温

新芽

不揃い
・秋整枝技術の改善による再萌芽の抑制

麦類

冬季の

高温
凍霜害 ●「イワイノダイチ」や「西海185号」を育種

病害 赤カビ病
●病害抵抗性品種「トワイズミ」等を育種

・適期防除

大豆
夏秋季の高
温

干ばつ害 ●地下水位調節システムを開発

畜産

夏季の

高温

牧草の

夏枯れ

●越夏性の高いオーチャード種などの寒地型牧草を育
成

病害虫
飼料用とう
もろこしワラ
ビー萎縮症

●抵抗性品種「３０D44」の作付け
・2回目の播種時期の早期化技術

家畜疾病
牛のアルボ
ウイルス感
染症

●迅速診断法

・ワクチン開発

注）●は農林水産省の研究独立行政法人の研究成果(一部に他の研究機関での同様の取組み事例あり)。

地球温暖化適応策に係る研究成果

７０

1
2
3



高温年でも外観品質が優れている水稲品種「にこまる」
の育成

ブドウ（安芸クイーン）の着色不良を改善する
技術

・環状はく皮処理をすると

収穫時の糖度が高くなり、
着色が向上し赤味が強く
なる。

・着色は環状はく皮と無袋
処理の組み合わせでさら
に向上する。

環状はく皮区 無処理区

環状はく皮処理

水 稲 果 樹

出典：平成１7年度 九州沖縄農業研究センター成果情報「ブドウ赤色系
品種「安芸クイーン」のハウス栽培における着色向上に効果的な環
状はく皮と無袋処理」

（２００５年命名登録、適地は暖地および温暖地の平坦部）

・ブドウは、高温で着色不良となり、商品としての価値が
低下する。

・登熟期の高温により、白未熟粒の発生などの品質低下が
おきる。

地球温暖化適応策に係る研究成果

７１

にこまる ヒノヒカリ

整粒
74

白未熟粒
9

その他
17

整粒
39

白未熟粒
49

その他
12

同一出穂期の「にこまる」と「ヒノヒカリ」の品質比較
100粒中の整粒、白未熟粒、その他の数。「にこまる」は整粒が多い。
（2005年(高温年） 長崎県総合農林試験場）

出典：プレスリリース「平成17年度農林水産省農作物品種」九州沖縄農業研究センター
（2005）

＜にこまるとヒノヒカリの品質＞

近畿～九州地域における４カ年の試験で、ほとんどの試験地で対照品種並
以上の玄米品質を示し、気象、栽培条件の変動に対し品質が安定している。
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コ ム ギ ナ ス

暖冬であっても茎立ち期の変動が少ない麦品
種（イワイノダイチ）の育成

（2002年命名登録、適地は関東以西から九州南部）

高温条件下でも高い結実性を示す単為結果性ナス品

種（あのみのり）の育成

品種登録出願中

出典：
・平成13年度 関東東海北陸農業 研究成果情報 「愛知県における「イワイノ
ダイチ」を用いた小麦作期の前進」
・品種育成：九州沖縄農業研究センター

出典：プレスリリース「受粉や植物ホルモン処理なしでも実の着くナス新品種など
育成」野菜茶業研究所（2006）

・あのみのりは、受粉しなくても果実が自然に肥大する性質
（単為結果性）をもち、着果促進処理をしなくても果実の生産
が可能である画期的な品種。

・果実外観や食味も良好な品種で、暖地の促成栽培でも利用
可能。

「あのみのり」の果実
高温による花粉不稔のため肥大せず、
「石ナス」になった品種「千両2号」

・イワイノダイチ（写真、

左）は他の品種よりも茎
の伸びが遅い。

・そのため、凍霜害に遭
う危険性がほとんどない
（下図）。

イワイノダイチ チクゴイズミ

・麦は、冬期温暖化に伴い幼穂形成・茎立ちが早まり
凍霜害のリスクが高まる。

・ナスは、高温で花器の生育不良や花粉不稔などによる結実不
良がおこる。

地球温暖化適応策に係る研究成果
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